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公表内容の概要(400 字以内) 
HIV の抗体確認検査としてこれまで長期にわたりウエスタンブロット法 (WB) が使用さ
れてきたが、 WB はスクリ ーニング検査に比べ感度が悪い、HIV-I 抗体と HIV-2 抗体の
交差反応性等の問題があり、 信頼性の高い確認杉瑾 t 法や HIV-1/2 の鑑別法の開発が必要
とされていた。 最近闘の改良法として Geenius が開発され、 アメリカ CDC のガイドラ
インにおいては既に Geeius の使用が承認された。我々 は日本の HIV 検査システムに 
Geenius を導入することを目的として、 抗体確認検査及び HIV-1/2 鑑別 能力について評
価した。 その結果 Geenius は WB より早い時期から陽性を確認でき、HIVJ/2 の鑑別能 
も優れており、HIVの早期診断に有効な検査法であることが明らかとなった。 


